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2 歴史の窓

3 新しい生活様式で感染予防

特集1　4
新型コロナウイルス感染症 緊急経済対策

イベント中止のお知らせ
次のイベントは、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、開催を中止します。

市内各地で、さまざまな競技で熱戦が繰り広げられる
「市民スポーツ大会」。今年は、地区大会を含む、全ての
競技を中止します。

市民スポーツ大会

■スポーツ振興課（内線１８7）

地区別ミーティング
市長や理事者が、直接市民の皆さんのご意見を伺うこと
ができる貴重な機会ですが、開催を中止します。
ご意見は、市役所や各住民センター、コミセンなど市内
15カ所に設置している「提言箱」や、市ホームページの
問い合わせフォームから、随時受け付けています。

■地域げんき課（内線１８５）

おおむら夏越まつり
・8月1日「宵まつり おおむら夏越花火大会」…中止
・8月2日、3日「本まつり」…関係者で神事のみ実施
※出店や総踊りは中止します。

■「宵まつり」…観光コンベンション協会　52・3605
■「本まつり」…おおむら夏越まつり協賛会　52・2580

☎
☎

■竹松住民センター　55・8314

竹松駅前商店街通りでダンスや仮装コンテストなどが
開催され、多くの家族連れや子どもたちで賑わう「竹松
ゆかたまつり」。今年も、開催に向けて協議を続けてき
ましたが、残念ながら中止することとなりました。

竹松ゆかたまつり

☎

　竹松遺跡などの新幹線車両基地建設に係る発掘調査の
出土品を、長崎県教育庁から市へ譲り受けました。今回、
県が実施した約11万㎡の発掘調査では、パンコンテナ約
3,000箱分の土器や石器などが出土。これは、市が発掘調
査した約40年分の出土品よりも多い量です。
　竹松遺跡では、12,000年以上前の旧石器時代～江戸
時代までの各時代における、県内の代表例になる成果が
多く発見されました。特に、これまで資料が少なく実態が
不明だった奈良、平安時代の希少品や建物跡が多数見
つかったことから、郡川下流域が当時の大村湾沿岸地域
一帯をまとめる中枢だったことが明らかになりつつあり
ます。
　希少品の中には、細やかな装飾がさ
れた物の重さを測る棹秤の重りや、役
人が正装時に着けるベルトの飾り石、
文字が書かれた土器などがあります。
これらは文字の読み書きができた役人
などの存在をうかがわせ、大村の歴史を語る上で重要な
意味を持つため、市歴史資料館で常設展示しています。

『歴史の窓』第1窓
これまで知られていなかった歴史の世界をのぞいてみま
せんか？市の学芸員が厳選した、歴史資料や史跡などの
情報をお届けします。

■歴史資料館　48・5050☎

カメラスポット・おおむらニュース12

今月の主な項目

特集2　大村の夏休み6

新型コロナウイルス感染拡大防止の取り組みは、今後も続きます。一人ひとりが日常生活の中で、「新し

い生活様式」の実践を心がけることで、自らを感染から守るだけでなく、家族やまわりの人たちを守る

ことに繋がります。引き続き、皆さんのご協力をお願いします。

新しい生活様式で感染予防

一人ひとりの基本的感染対策

感染防止の 3つの基本：①身体的距離の確保②マスクの着用③手洗い
□人との間隔は、できるだけ 2m（最低 1m）空ける。
□遊びにいくなら屋内より屋外を選ぶ。
□会話をする際は、可能な限り真正面を避ける。
□外出時、屋内にいるときや会話をするときは、症状がなくてもマスクを着用。
□家に帰ったら、まず手や顔を洗う。できるだけすぐに着替える、シャワーを浴びる。
□手洗いは 30秒程度かけて水と石けんで丁寧に洗う（手指消毒薬の使用も可）。
※高齢者や持病のあるような重症化リスクの高い人と会う際には、体調管理をより厳重にする。

移動に関する感染対策　
□感染が流行している地域からの移
　動、感染が流行している地域への
　移動は控える。
□帰省や旅行は、ひかえめに。出張は、
　やむを得ない場合に。
□発症したときのため、誰とどこで
　会ったかをメモにする。
□地域の感染状況に注意する。

日常生活を営む上での基本的生活様式

□まめに手洗い、手指消毒　□咳エチケットの徹底　□こまめに換気
□身体的距離の確保　□「3密」の回避（密集、密接、密閉）
□毎朝の体温測定、健康チェック。発熱または風邪の症状がある場合は、ムリせず自宅で療養

日常生活の各場面別の生活様式

買い物
□通販も利用
□1人または少人数で、すいた時間に
□電子決済の利用
□計画をたてて素早く済ませる
□サンプルなどの展示品への接触は控えめに
□レジに並ぶときは、前後にスペースを空けて

娯楽、スポーツなど
□公園は、すいた時間、場所を選ぶ
□筋トレやヨガは自宅で動画を活用
□ジョギングは少人数で
□すれ違うときは距離をとって
□予約制を利用してゆったりと
□狭い部屋での長居は無用
□歌や応援は、十分な距離をとるかオンラインで

公共交通機関の利用
□会話は控えめに
□混んでいる時間帯は避けて
□徒歩や自転車利用も併用する

食事
□持ち帰りや出前、デリバリーも
□屋外空間で気持ちよく
□大皿は避けて、料理は一人ずつ分ける
□対面ではなく横並びで座ろう
□料理に集中、おしゃべりは控えめに
□お酌、グラスやお猪口の回し飲みは避けて

冠婚葬祭などの親族行事
□多人数での会食は避けて
□発熱や風邪の症状がある場合は参加しない

働き方の新しいスタイル

□テレワークやローテーション勤務　□時差通勤でゆったりと　□オフィスは、ひろびろと
□会議はオンライン　□名刺交換はオンライン　□対面での打合せは換気とマスク着用

※厚生労働省ホームページ（新しい生活様式の実践例）をもとに作成

棹秤の重り

さおばかり
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